
︻
卒
業
論
文
︼

︹
村
田
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

林
 
 
竜
矢
 
 
 
古
典
に
お
け
る
﹁
と
こ
﹂﹁
ゆ
か
﹂
の
語
義

︹
灰
谷
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

柴
田
 
美
紀
 
 
 
岡
山
方
言
の
程
度
副
詞
に
見
ら
れ
る
動
態
に

つ
い
て
の
研
究
 
｜
伝
統
形
と
新
形
の
対
立

状
況
に
注
目
し
て
｜

谷
口
智
佳
子
 
 
 
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
情
緒
的
表
現
の
種

類
と
工
夫
に
つ
い
て
の
研
究
 
｜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

中
心
に
｜

長
澤
走
一
郎
 
 
 
商
業
的
歌
謡
曲
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
を
用

い
た
心
理
的
距
離
の
表
現
に
つ
い
て
の
研
究

｜
Ｊ
–Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
二
人
称
代
名
詞
を
中
心
に
｜

濱
野
 
慎
一
 
 
 
滋
賀
県
湖
東
域
方
言
に
お
け
る
﹁
ホ
ン
﹂
の

研
究

松
下
ほ
た
る
 
 
 
静
岡
県
西
部
の
方
言
接
頭
辞
の
意
味
・
用
法

に
つ
い
て
の
研
究
 
｜﹁
ど
﹂と﹁
ば
か
﹂
を

中
心
に
｜

宮
原
梨
香
子
 
 
 
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
言
語
表
現
の
構
造
と

機
能
に
関
す
る
研
究

横
山
し
お
り
 
 
 
言
葉
か
ら
見
る
﹁
心
﹂
｜﹁
心
﹂
の
比
喩
・

慣
用
表
現
か
ら
｜

︹
岸
本
ゼ
ミ
︺
 
中
古
文
学

田
中
 
麻
緒
 
 
 
﹃
と
り
か
へ
ば
や
物
語
﹄
宰
相
中
将
の
人
物

造
形
 
｜
作
中
に
お
け
る
役
割
か
ら
｜

中
島
 
幸
穂
 
 
 
﹃
蜻
蛉
日
記
﹄
が
目
指
し
た
こ
と

｜
兼
家
に
関
す
る
記
述
を
起
点
に
し
て
｜

野
坂
 
靖
子
 
 
 
﹃
山
路
の
露
﹄
に
つ
い
て
の
考
察

｜
薫
と
浮
舟
の
人
物
造
形
を
中
心
に
｜

︹
藤
川
ゼ
ミ
︺
 
中
世
文
学

三
好
 
優
希
 
 
 
藤
原
隆
祐
の
和
歌
研
究

吉
井
 
佐
織
 
 
 
真
観
の
歌
合
判
詞
に
関
す
る
研
究

︹
藤
沢
ゼ
ミ
︺
 
近
世
文
学

中
谷
奈
津
希
 
 
 
翻
刻
﹃
今
昔
二
枚
絵
草
紙
﹄

山
本
奈
津
美
 
 
 
﹃
百
鬼
夜
講
化
物
語
﹄
考

｜
妖
怪
の
恐
怖
と
お
も
し
ろ
さ
｜

亀
田
 
奈
那
 
 
 
人
情
本
﹃
玉
菊
全
伝
花
街
鑑
﹄
考

岩
坂
 
恵
子
 
 
 
﹃
籠
釣
瓶
花
街
酔
醒
﹄
考

古
家
 
彩
香
 
 
 
﹃
敵
討
余
世
波
善
津
多
﹄
考

小
長
谷
栄
里
 
 
 
﹃
小
桜
姫
風
月
奇
観
﹄﹃
小
桜
姫
風
月
後
記
﹄
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考
 
｜﹃
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
﹄
と
の
比
較

︹
柴
ゼ
ミ
︺
 
 
近
現
代
文
学

今
井
 
佳
奈
 
 
 
か
こ
さ
と
し
﹃
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
﹄
研

究
 
｜
読
者
に
よ
る
享
受
の
多
様
性
を
め
ぐ

っ
て
｜

大
場
 
 
愛
 
 
 
小
川
未
明
﹁
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
﹂
論

｜
伝
承
と
の
関
わ
り
を
巡
っ
て
｜

大
森
 
愛
弓
 
 
 
有
島
武
郎
﹁
実
験
室
﹂
考

｜
改
稿
に
よ
る
本
文
の
推
移
を
ふ
ま
え
て
｜

高
下
 
昌
子
 
 
 
藤
沢
周
平
文
学
に
お
け
る
女
性
像

｜﹃
蝉
し
ぐ
れ
﹄
を
中
心
に
｜

藤
本
 
朱
夏
 
 
 
﹃
乙
女
の
港
﹄
研
究

｜
描
か
れ
た
理
想
と
現
実
｜

山
本
久
美
子
 
 
 
乃
木
希
典
へ
の
ま
な
ざ
し
｜
司
馬
遼
太
郎

﹃
殉
死
﹄﹃
坂
の
上
の
雲
﹄
を
め
ぐ
っ
て
｜

河
井
 
朋
樹
 
 
 
熱
井
拳
の
闘
い

︹
寺
杣
ゼ
ミ
︺
 
創
作
 
近
現
代
文
学
 

安
達
 
智
美
 
 
 
創
作
﹁
信
じ
ら
れ
な
い
﹂

熊
渕
 
沙
那
 
 
 
岡
本
綺
堂
﹁
青
蛙
堂
鬼
談
﹂
研
究

南
堀
 
明
希
 
 
 
壺
井
栄
﹁
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と
﹂

研
究

︹
信
木
ゼ
ミ
︺
 
国
語
教
育
学

高
橋
 
美
和
 
 
 
音
読
・
朗
読
・
群
読
・
暗
唱
を
主
な
活
動
と

し
た
学
習
指
導
の
ね
ら
い
と
授
業
展
開

渡
部
 
 
陽
 
 
 
自
己
／
他
者
関
係
か
ら
読
む
小
説
教
材
の
学

習

岡
 
み
さ
き
 
 
 
小
説
を
読
む
技
能
の
育
成
の
為
に
 
｜
梶
井

基
次
郎
﹃
檸
檬
﹄
の
読
者
反
応
か
ら
｜

廻
野
 
聡
紘
 
 
 
文
学
教
材
で
何
を
読
む
の
か

｜
芥
川
龍
之
介
﹃
羅
生
門
﹄
の
場
合
｜

一
本
松
瑛
里
 
 
 
評
論
文
指
導
で
何
を
学
ぶ
の
か

︹
鷹
橋
ゼ
ミ
︺
 
中
国
文
学

岡
 
加
奈
子
 
 
 
謝
霊
運
詩
に
見
ら
れ
る
自
然
描
写
に
つ
い
て

永
森
沙
也
佳
 
 
 
魚
玄
機
研
究
｜
恋
愛
詩
に
見
ら
れ
る
表
現

の
特
異
性
に
つ
い
て
｜

︹
小
畑
ゼ
ミ
︺
 
創
作
 
近
現
代
文
学

山
田
 
知
佳
 
 
 
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
活
字
メ
デ
ィ

ア
・
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
戦
争
報
道

｜
現
地
特
派
員
の
手
記
を
中
心
に
｜

梶
谷
 
絵
里
 
 
 
﹃
フ
リ
ク
リ
﹄
に
見
ら
れ
る
大
人
と
子
供
の

差
異

清
原
 
恵
理
 
 
 
﹃
深
い
河
﹄
登
場
人
物
に
見
る
宗
教
視
点
の

パ
タ
ー
ン

千
葉
 
菜
美
 
 
 
キ
ミ
に
宛
て
た
セ
カ
イ
︵
創
作
︶

三
浦
 
里
奈
 
 
 
﹃
ス
タ
イ
ル
ズ
荘
の
怪
事
件
﹄
と
﹃
カ
ー
テ

ン

｜

ポ
ア
ロ
最
後
の
事
件
｜
﹄
に
お
け
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る
ス
タ
イ
ル
ズ
荘
に
つ
い
て
の
研
究

︹
藤
井
ゼ
ミ
︺
 
民
俗
学
 
伝
承
文
学

安
藤
 
美
里
 
 
 
︹
調
査
研
究
報
告
︺
尾
道
市
久
山
田
町
に
お

け
る
文
化
・
伝
承
の
軌
跡

｜
平
成
二
十
四
年
度
﹁
尾
道
市
久
山
田
町
鉦

太
鼓
踊
り
﹂
調
査
報
告
｜

井
川
 
 
桃
 
 
 
尾
道
・
太
田
神
楽
保
存
会
公
演
﹁
大
江
山
﹂

研
究

高
橋
ひ
と
み
 
 
 
群
書
類
従
本
﹃
続
浦
島
子
伝
記
﹄
に
お
け
る

異
郷

｜
古
代
浦
島
説
話
か
ら
の
変
容
｜

渡
邉
あ
さ
紀
 
 
 
用
瀬
の
雛
送
り
研
究

｜
ヒ
ト
ガ
タ
信
仰
と
の
関
わ
り
｜

︹
光
原
ゼ
ミ
︺
 
創
作

新
井
 
志
野
 
 
 
思
い
出
ま
い
ご

井
上
 
翔
子
 
 
 
謎
解
日
和

�
�
�
�
�
�
�

奥
山
 
春
菜
 
 
 
古
物
語

�
�
�
�
�
�

り

川
端
 
彩
佳
 
 
 
私
と
あ
の
子
の
五
日
間

小
林
 
史
織
 
 
 
童
屋
一
座

�
�
�
�
�
�
�

佐
藤
 
麻
衣
 
 
 
美
弥
子

�

�

�

佐
藤
 
有
莉
 
 
 
花
冠

千
田
 
梨
恵
 
 
 
プ
リ
ム
ヴ
ェ
ー
ル

谷
口
 
詩
織
 
 
 
う
ち
の
に
お
い

藤
井
 
翔
子
 
 
 
星
拾
い

矢
治
亜
由
実
 
 
 
六
等
星
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

︻
修
士
論
文
︼

笠
井
 
潤
一
 
 
 
都
市
論
の
可
能
性
｜
尾
道
を
題
材
に
｜

諏
訪
ま
り
子
 
 
 
広
島
県
備
後
域
方
言
に
お
け
る
待
遇
配
慮
表

現
の
研
究
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︻
３
年
生
︼

︹
村
田
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

永
田
あ
ず
さ
 
 
 
﹃
万
葉
集
﹄
巻
第
一
・
二
に
お
け
る
格
助
詞

﹁
の
﹂
の
表
記
｜﹁
乃
﹂﹁
能
﹂﹁
之
﹂
の
使

い
分
け
｜

小
寺
美
季
絵
 
 
 
﹃
平
家
物
語
﹄
の
会
話
文
に
お
け
る
男
女
の

言
葉
遣
い
の
違
い
 
｜
人
称
代
名
詞
に
着
目

し
て
｜

︹
灰
谷
ゼ
ミ
︺
 
日
本
語
学

大
内
 
雅
代
 
 
 
﹁
お
ら
ぶ
﹂
の
地
域
性
と
意
味
・
用
法
に
つ

い
て

大
月
 
 
章
 
 
 
数
字
を
用
い
た
語
呂
合
わ
せ
に
つ
い
て

小
林
 
 
京
 
 
 
広
島
方
言
に
お
け
る
文
末
詞﹁
デ
﹂に
つ
い
て

佐
伯
 
佑
美
 
 
 
会
話
に
お
け
る
特
徴
と
配
慮
に
つ
い
て

志
田
奈
々
実
 
 
 
肯
定
的
用
法
の
﹁
や
ば
い
﹂
の
使
用
意
識
と

使
用
場
面
に
つ
い
て

竹
本
 
紫
織
 
 
 
尾
道
市
立
大
学
生
の
方
言
の
使
用
変
化
に
つ

い
て

中
野
 
紘
之
 
 
 
漫
画
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
い
分
け
に

つ
い
て

西
川
 
優
花
 
 
 
発
話
に
お
け
る
格
助
詞
の
脱
落
と
そ
の
特
徴

古
井
明
香
里
 
 
 
メ
ー
ル
・SNS

に
用
い
ら
れ
る
記
号
の
特
徴

に
つ
い
て

細
川
 
 
彩
 
 
 twitter

に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て

山
口
 
翔
平
 
 
 
落
語
﹁
大
工
調
べ
﹂
に
お
け
る
お
か
し
み
の

構
造
に
つ
い
て

︹
岸
本
ゼ
ミ
︺
 
中
古
文
学

遠
藤
友
佳
利
 
 
 
﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄に
お
け
る﹁
折
﹂の
効
果

小
川
 
千
尋
 
 
 
﹁
変
化

�
�
�

の
者
﹂
が
示
す
人
物
像

｜﹃
宇
津
保
物
語
﹄
に
み
る
｜

鎌
倉
 
有
沙
 
 
 
歌
こ
と
ば
﹁
海
人

�

�

﹂
の
持
つ
恋
の
イ
メ
ー
ジ

︹
藤
川
ゼ
ミ
︺
 
中
世
文
学

志
水
真
祐
子
 
 
 
﹃
百
鬼
夜
行
絵
巻
﹄
を
よ
む

｜
妖
怪
の
持
つ
道
具
に
注
目
し
て
｜

土
居
 
 
京
 
 
 
﹃
宇
治
拾
遺
物
語
﹄
説
話
の
連
関

｜
一
〇
九
話
を
中
心
に
｜

松
本
 
 
茜
 
 
 
﹃
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
﹄
に
お
け
る
植
物
描
写

︹
藤
沢
ゼ
ミ
︺
 
近
世
文
学

椎
江
 
麻
実
 
 
 
人
形
浄
瑠
璃
に
お
け
る
許
嫁
に
つ
い
て

小
見
山
泰
輝
 
 
 
青
頭
巾
｜
鬼
の
探
究
｜

平
成
二
十
四
年
度
三
年
生
・
院
生
研
究
発
表
会
発
表
題
目
︵
氏
名
・
発
表
題
目
︶



山
下
佳
奈
子
 
 
 
﹃
猫
画
之
物
語
﹄
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代

に
お
け
る
猫
と
鼠
に
つ
い
て

森
 
 
瑞
希
 
 
 
﹃
都
風
俗
化
粧
伝
﹄
｜
化
粧
方
法
か
ら
わ
か

る
江
戸
時
代
の
女
性
の
美
し
さ
｜

近
藤
 
夏
海
 
 
 
﹃
雷
太
郎
強
悪
物
語
﹄
考
｜
初
期
合
巻
の

悪
漢
小
説
の
魅
力
｜

大
川
は
る
か
 
 
 
落
語
﹃
死
神
﹄
に
つ
い
て
考
え
る

︹
寺
杣
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学

小
平
田
亜
弥
 
 
 
﹁
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
﹂
研
究

｜
ゴ
ー
シ
ュ
の
成
長
に
つ
い
て
｜

三
浦
 
友
也
 
 
 
横
光
利
一
﹁
機
械
﹂
考

｜
人
物
関
係
と
役
割
｜

武
藤
 
孔
一
 
 
 
織
田
作
之
助
﹁
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
﹂
研
究

｜
そ
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
｜

森
藤
 
優
花
 
 
 
井
伏
鱒
二﹁
山
椒
魚
﹂｜
外
国
文
学
と
の
関
連

と
一
九
八
五
年
の
末
尾
の
削
除
に
つ
い
て
｜

山
田
や
よ
い
 
 
 
﹁
蜘
蛛
の
糸
﹂
研
究

｜
芥
川
龍
之
介
の
書
い
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
｜

泉
 
 
理
沙
 
 
 
横
光
利
一
の
死
生
観

｜﹁
春
は
馬
車
に
乗

っ
て
﹂﹁
花
園
の
思
想
﹂
を
と
お
し
て
｜

宇
田
 
香
織
 
 
 7th story CD

﹃M
ärchen

﹄の
策
者
と
嘘

｜Sound Horizon

の
歌
詞
を
め
ぐ
っ
て
｜

︹
柴
ゼ
ミ
︺
 
 
近
現
代
文
学

三
上
み
ち
る
 
 
 
町
田
康﹃
告
白
﹄研
究
 
熊
太
郎
は
な
ぜ
歌
う

の
か
 
｜
対
話
と
し
て
の
う
た
・
お
ど
り
｜

三
宅
真
奈
美
 
 
 
三
谷
幸
喜
﹃
笑
の
大
学
﹄

｜
笑
い
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
｜

︹
藤
井
ゼ
ミ
︺
 
民
俗
学
 
伝
承
文
学

大
澤
 
 
渚
 
 
 
昔
話
﹁
三
枚
の
お
札
﹂
に
お
け
る
恐
怖
の
発

生

｜﹁
山
姥
﹂と﹁
お
札
﹂
の
相
互
的
考
察

を
基
に
｜

高
江
 
祐
二
 
 
 
広
島
県
呉
地
方
の
例
祭
に
つ
い
て

｜
鬼
役
﹁
や
ぶ
﹂
を
中
心
に
｜

肥
田
 
伊
織
 
 
 
絵
巻
に
登
場
す
る
動
物
た
ち

｜
﹃
十
二
類
絵
巻
﹄
を
通
し
て
｜

渡
邉
理
恵
子
 
 
 
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村
の
伝
説

︹
光
原
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学
 
創
作

飯
森
 
琢
人
 
 
 
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
が
マ
ド
レ
ー
ヌ
市

長
に
な
る
ま
で
の
彼
の
心
情
の
考
察

金
田
 
 
萌
 
 
 
甲
田
学
人
﹃M

issing

﹄
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

佐
々
木
真
央
 
 
 
宮
沢
賢
治
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
に
つ
い
て

田
邉
 
奏
帆
 
 
 
﹃
リ
ン
の
谷
の
ロ
ー
ワ
ン
﹄
か
ら
見
る
主
人

公
像

張
 
 
明
珠
 
 
 
猫→

人
間
？
夏
目
漱
石
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄

と
柳
広
司
﹃
漱
石
先
生
の
事
件
簿
 
猫
の
巻
﹄

藤
尾
 
史
香
 
 
 
﹁
勾
玉
三
部
作
﹂
に
お
け
る
人
と
神
の
距
離
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の
変
化

牧
野
 
和
裕
 
 
 
本
格
ミ
ス
テ
リ
で
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
を
し
な
が

ら
、
謎
解
き
の
難
易
度
を
上
げ
る
工
夫

｜
本
格
ミ
ス
テ
リ
大
賞
受
賞
作
か
ら
学
ぶ
｜

宮
崎
 
 
綾
 
 
 
宮
部
み
ゆ
き
﹃
ブ
レ
イ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
﹄

に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
図
と
効
果

山
本
み
な
み
 
 
 
﹃
妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
幽
雅
な
日
常
﹄
か
ら
見

る
呼
称
の
効
果

︹
信
木
ゼ
ミ
︺
 
国
語
教
育

西
田
 
 
将
 
 
 
司
馬
遷
﹃
史
記
﹄﹁
項
羽
と
劉
邦
﹂
を
授
業

で
ど
う
扱
う
の
か

｜
教
科
書
の
分
析
を
中
心
に
｜

山
下
奈
緒
美
 
 
 
特
別
支
援
が
必
要
な
生
徒
を
中
心
に
し
た
授

業
の
あ
り
方

︹
小
畑
ゼ
ミ
︺
 
近
現
代
文
学
 
創
作

粥
川
 
太
紀
 
 
 
﹃1984

﹄
を
中
心
と
し
た
﹁
個
﹂
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

藤
沢
 
研
治
 
 
 
ア
メ
コ
ミ
・
ヒ
ー
ロ
ー
の
自
警
行
為

︹
鷹
橋
ゼ
ミ
︺
 
中
国
文
学

大
道
 
理
恵
 
 
 
陶
淵
明
﹁
閑
情
賦
﹂
に
見
ら
れ
る
恋
愛
観
に

つ
い
て

枝
広
絵
里
加
 
 
 
六
朝
志
怪
小
説
に
お
け
る
異
界
訪
問
譚

︻
院
生
︼

太
田
 
悠
斗
 
 
 
﹃
夢
十
夜
﹄
そ
の
構
成
と
主
題
に
つ
い
て

︱
﹁
第
五
夜
﹂﹁
第
九
夜
﹂﹁
第
十
夜
﹂を
中
心

に
｜

栢
木
 
希
望
 
 
 
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
御
鳥
喰
神
事
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